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1 1 FG 27 2 PC
11 7 PC 35 2 PS
19 1 FG 45 5 PC
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No. 先・後 No.
結果 守備者 結果
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⼤会名 第40回 全⽇本⼤学ホッケー王座決定戦・東⻄交流戦

⼤会期間 令和3年7⽉8⽇（⽊）〜11⽇（⽇）

公 式 試 合 記 録

試合番号 試合⽇ 試合時間 プール／回戦 会 場

関⻄学院⼤学
１ Ｑ

⼭梨学院⼤学２ Ｑ
３ Ｑ
４ Ｑ

W8 令和3年7⽉9⽇ 11:00 ⼥⼦２回戦 親⾥ホッケー場

合 計

170 134
Ｓ Ｏ

先発 背番号 ⽒    名 先発 背番号 ⽒    名

✓ 2 中溝美紀 ✓ 2 尾本 桃⼦
✓ 1 ⼩野⾥華 ✓ 1 髙島 瑠唯

4 宇野ひかり ✓ 4 ⽔⾕ 美稀
✓ 3 ⼟屋朋⾹ 31 3 中島 理⼦

✓ 6 宗⽯楓花 ✓ 6 ⼩林 久留海
✓ 5 ⼩笹夏実 5 5 中込 紅莉

8 8 松⽮⽂⾳ ✓ 8 徳井 夏⾳
7 中本真実 ✓ 7 ⻄永 空

✓ 10 吉原瑞季 49 10 松⽥ 朋実
9 今井⾥奈 ✓ 9 ⽔野 百華

31 12 ⽜若瑞帆 4 12 清⽔ ひまり
24 11 齋藤百夏 ✓ 11 ⼤塚 美季

✓ 14 岩⼭彩⾹ ✓ 14 髙島 鈴唯
✓ 13 ⼭崎亜美 4 13 沼⽥ 明⽇美

16 ⼩⼭ひかり 53 17 ⿊⽥ 栞
10 15 ⻲⼭笑⾥和 4 15 福永 舞⾐

✓ 18 的塲玲未 ✓ 20 ⾦ 睬潤
✓ 17 野尻⼩桜 5 19 宮崎 梨央

20 ⼭⽥⾥佳⼦ 4 26 河尻 萌⾹
✓ 19 宮川莉穂 35 23 滝沢 ⾵⾹

30 ⼭崎 ⽂⾳
23 ⽥中梨琴 ✓ 27 松 花⾐

 アンパイア ⾼橋 英⾏  アンパイア 佐⽵ 由加⾥
 

監督 壽⼭ 由樹 監督 ジョン・シアン
 

 Ｓ.アンパイア  ジャッジ ⾦剛 幸恵
 

 Ｒ.アンパイア 森⽥ 慎  Ｓ.アンパイア
 

 Ｔ  Ｏ 我妻 活美  特記事項：
  

 ジャッジ 中野 典⼦  ジャッジ 三杉 つばき
  

ＳＯ戦
3巡⽬
4巡⽬
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得  点

種類： FG =  ﾌｨｰﾙﾄﾞｺﾞｰﾙ．PC =ﾍﾟﾅﾙﾃｨｺｰﾅｰ．PS = ﾍﾟﾅﾙﾃｨｽﾄﾛｰｸ

ＳＯ戦

結果：○ = ｺﾞｰﾙｲﾝ．× = ﾉｰｺﾞｰﾙ．※ No./No. = ﾍﾟﾅﾙﾃｨｽﾄﾛｰｸ



第２試合　11：00～　女子準々決勝戦　親里ホッケー場

2 1Q 0

2 2Q 0

2 3Q 0

0 4Q 0

9 PC 0
17 シュート 4

金剛幸恵、中野典子、三杉つばき 森田　慎

得点
山梨大→1分髙島、１１分西永、１９分髙島、２７分尾本、３５分尾本、４５分中込

-

戦評

7月9日(金）第40回全日本大学王座決定戦、関西学院大学vs山梨学院大学の試合が、曇
天のもと、親里ホッケー場で行われた。関西学院大学のセンターパスによりスタート。開始
早々1分山梨学院大学は#1高島選手のゴールにより先制をあげる。山梨学院大学はボー
ルを回し、確実な攻めを続ける。一方で、関西学院大学は守りは堅く、カウンターを果敢に
仕掛ける。11分に山梨学院大学は連続でPCを獲得し、#7西永選手がゴール。0-2となる。
その後19分#6小林選手のシュートを#1高島選手が押し込み得点。0-3となる。2クオーター
から激しい雨が振り出すが、山梨学院大学の鋭い攻めは途絶えることなく、関西学院大学
DF陣を攻め続け、27分にPCを獲得し、#2尾本選手がゴール。0-4で後半に入る。山梨学院
大学のセンターパスで後半開始。山梨学院大学は攻めを緩めず、PCを獲得。その後、PS
となり、35分#2尾本選手が今試合２得点目となるゴール。0-5となる。その後45分#5中込
選手がゴール。0-6で第4クオーターに入る。第4クオーターに雨が強まるが、両チームの果
敢な攻めと、守備は緩むことがなかった。その後雷が鳴ったため試合は一時中断。約50分
ほどの中断をはさみ、4クオーターが再開。ブリーからの再開であった。その後は関西学院
大学が素早い攻めを見せ、タッチシュートを試みたが惜しくも外れる。攻め続ける関西学院
大学はサークル侵入の回数が増え、チャンスをつくるが、山梨学院大学DF陣の好守備が光
り、失点を防ぎ、そのまま0-6で試合終了。関西学院大学の勢いは最後まで続いたが、得
点には至らなかった。

テクニカルオフィサー 我妻　活美
アンパイア

佐竹　由加里

ジャッジ

山梨学院大学 6 0 関西学院大学




